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第１章　児島湖流域の概要

１　児島湾干拓の歴史

岡山平野の南部一帯は、昔、「吉備の穴海」と呼ばれる美しい海であったが、旭川

や吉井川、高梁川の三大河川などによって運ばれた土や砂がたまって干潟が発達して

いき干拓の適地となったため、安土桃山時代から江戸時代にかけて新田開発が盛んに

行われた。

明治になって、大阪の豪商藤田伝三郎氏による民営の大規模干拓が開始され、昭和

の第二次世界大戦まで続いたが、戦後は農林省（現農林水産省）が事業を引き継ぎ、

国営で干拓を行った。

一区 藤田組 明治32年 明治38年

（1899年） （1905年）
462ha 373ha

二区 藤田組 明治32年 明治45年

（1899年） （1912年）
1,281ha 961ha

三区， 藤田組 昭和8年 昭和16年

五区 （1933年） （1941年）
1,200ha 848ha

六区 藤田組 昭和14年 昭和30年

→農林省 （1939年） （1955年）
914ha 791ha

七区 農地開発営団 昭和19年 昭和38年

→農林省 （1944年） （1963年)
1,632ha 1,266ha

計 5,489ha 4,239ha

工区 施行者 着手年月日 竣工年月日 総面積 造成面積
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図1-1 児島湾干拓の状況
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表1-1 明治以降の児島湾干拓の状況

※四区、八区は計画されたが、着工されなかった。



２　児島湖の誕生

明治時代以降の干拓地では、営農に必要な水を上流の余り水や天水に頼るしかなく、

干拓が進むにつれて慢性的な水不足や塩害が深刻となり、また、高潮による浸水被害

も甚大であった。

これらの問題を解決するため、児島湾を締め切り淡水化する事業として、国営児島

湾沿岸農業水利事業（昭和25年～昭和37年）が実施され、締切堤防工事は、昭和26年

に着工され、昭和34年２月に完工した。

こうして誕生した児島湖には、笹ヶ瀬川、倉敷川、鴨川の３つの二級河川が流入し

ており、径間24ｍのゲート６門からなる新樋門から児島湾に適宜放流することで水位

が調整されている。
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表1-2 児島湖の概要

中国四国農政局資料より

項　　目 内　　　　容 備　　　　考

湖 面 積 10.88h（1,088ha）

総 貯 水 量 2,607万k

有効貯水量 1,773万k（＋0.8～－1.00m）

利 用 水 量 3,723万k

計 画 水 位 かんがい期（６月１日～９月30日）

AP（＋）0.8m

非かんがい期（10月１日～５月31日）

AP（＋）0.5m

計画洪水位 AP（＋）2.89m

平 均 水 深 かんがい期 2.1m

非かんがい期 1.8m

最　深　部 ９m

堰　堤　長 1,558m

APとは、児島湾飽

浦港平均水面潮位で

ある。（AP＝TP

（東京湾平均水面潮

位）＋1.333ｍ）



３　児島湖流域の人口、面積

児島湖流域は、岡山県全体面積の約８％、県全体人口の約32％を占めており、土地

利用形態では、水田の割合が高い。岡山県全体の人口が横ばい状況の中、児島湖流域

の人口は増加傾向にあり、都市化も進行している。

４　地形・地質及び気象

（1）地形・地質

児島湖流域は、高梁川が山間部から平野に出る総社市湛井付近から南東に広がる

吉備平野（沖積平野）と、その南部に広がる岡山平野（干拓平野）が主体であり、

岡山平野の南部に連なる標高250ｍ以下の丘陵は往事の島々の名残りである。児島

湖周辺の地形は、幾世代にもわたって干拓・造成された特徴が見られ、地形勾配が

非常に緩い標高１～２ｍの低湿地が北部及び西部に広がっている。

笹ヶ瀬川、鴨川、郷内川などの河川上流部は風化しやすい花崗岩質であるため、

流水による土の流亡が盛んであり、地質的には砂質系から粘土系まで分布している。

これに対して、児島湖の周辺の興除、藤田及び七区の地域は、高梁川の沖積作用が

児島半島と児島湾をつくりあげたため、粘土分が多い地質となっている。
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表1-3 児島湖流域の面積・人口・土地利用形態
（平成18年度末）

環境管理課調べ

市町別の流域人口

及 び 流 域 面 積

土地利用形態別面積

岡 山 市 322.08h 39.5万人

倉 敷 市 105.49h 18.5万人

玉 野 市 45.18h 2.1万人

総 社 市 59.52h 3.7万人

早 島 町 7.61h 1.2万人

吉備中央町 3.78h 0.01万人

合　計 543.66h 65.0万人

山　　林 206.44h （38.0％）

水　　田 118.43h （21.8％）

畑 23.17h （4.3％）

そ の 他 195.62h （36.0％）

合　計 543.66h （100.0％）

早島町のみ、行政区

域の全部が流域内

（流域図はカラーペ

ージ参照）

四捨五入処理のため

各項目の合計は100％

にならない。
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図1-2 児島湖周辺の地形概要
中国四国農政局「国営児島湖沿岸農地防災事業技術誌（平成18年３月）」

図1-3 児島湖の深浅図（しゅんせつ後）
中国四国農政局より



（2）気象

児島湖流域は、瀬戸内特有の温暖で比較的降雨量の少ない特徴があり、岡山市の

年平均気温は15.8℃、年間の平均降水量は1,141㎜である。
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表1-4 岡山市の気温
（単位：℃）

注）平年値は昭和46年から平成12年の平均

岡山地方気象台公表資料

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年平均

H14年度 16.0 19.7 23.6 28.5 28.6 24.9 18.2 9.7 7.3 4.2 6.1 7.9 16.2

H15年度 15.4 19.6 23.2 25.1 27.7 25.0 17.5 14.3 7.8 4.9 6.9 9.5 16.4

H16年度 16.1 20.7 24.1 29.2 27.9 25.4 18.3 14.0 8.6 5.0 5.1 8.4 16.9

H17年度 15.8 19.5 25.4 27.3 28.3 25.7 19.4 12.5 4.4 4.8 5.7 8.0 16.4

H18年度 13.1 19.4 24.0 26.9 29.7 23.7 19.9 13.6 8.0 6.2 7.9 9.4 16.8

平年値 14.3 19.0 22.9 26.9 27.9 23.7 17.6 12.1 7.0 4.8 5.1 8.4 15.8

表1-5 岡山市の降水量
（単位：㎜）

注）数値は四捨五入してあるため、計と内訳とは一致しない場合がある。
平年値は昭和46年から平成12年の平均

岡山地方気象台公表資料より

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

H14年度 114 138 122 68 47 76 33 18 53 28 42 85 822

H15年度 129 127 111 236 164 71 28 142 30 3 45 66 1,152

H16年度 66 241 206 41 257 163 242 42 112 10 77 56 1,513

H17年度 32 50 24 215 56 91 81 37 7 37 64 82 773

H18年度 113 91 243 285 58 124 42 62 55 25 54 47 1,197

平年値 102 115 186 160 91 160 88 51 26 33 46 83 1,141



５　流入河川の状況

児島湖流域の河川は概ね低地を流下しており、また、児島湖の水位は外海の潮位に

併せ樋門操作するので河川流量の少ない満潮時には下流部の流れが止まるなど、流況

は緩慢である。

児島湖に流入する主要な河川は笹ヶ瀬川、倉敷川及び鴨川の３つの二級河川であり、

その概要は次のとおりである。
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流域内市町

流域面積

指定区間延長

流域の概況

河川名 笹ヶ瀬川 倉敷川 鴨　川

岡山市、倉敷市、

総社市、吉備中央町

298h

99.5㎞

本川 24.8㎞

支川 74.7㎞

岡山市北部の日応寺

に源を発し、中川、

砂川等の支川を合わ

せ、さらに足守川と

合流し、児島湖に流

入する。下流域は都

市化が進展し汚濁が

進んでいるが、足守

川上流域はゲンジボ

タルが生息するなど

豊かな自然環境が保

たれている。

岡山市、倉敷市、

玉野市、早島町

148h

47.0㎞

本川 13.8㎞

支川 33.2㎞

倉敷市船倉町に源を

発し、吉岡川、六間

川、郷内川等の支川

を合わせながら岡山

平野南端を東流し、

児島湖に流入する。

流域のほとんどが低

く平らな宅地及び水

田地帯であり、宅地

化が進み河川への負

荷が増加している。

岡山市、玉野市

39.9h

11.7㎞

本川 6.8㎞

支川 4.9㎞

玉野市永井に源を発

し、宗津川、宇藤木

川の２本の支川を合

わせながら七区貯水

池に流入し児島湖に

注ぐ。流域のほとん

どは丘陵地であり、

宗津川を合流するあ

たりから低く平らな

水田地帯となってい

るが、近年宅地化が

進行している。

表1-6 流入河川の状況

環境管理課調べ



６　生物

（1）水生植物

水生植物とは、植物体の一部か全部が水中にある状態で発芽し、生長する植物の

ことであり、児島湖では次のような植物が生育している。

また、水生植物は、窒素、リンなどの水質を改善するとともに、魚類の産卵床な

ど生態系維持の役割を担っているものと考えられている。
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生活型別 特　　　徴 植　物　名

抽水植物

沈水植物

浮葉植物

浮遊植物

根は水底にあるが、葉や茎などは水面か
ら外に出る。

根や根茎は水底にあり、葉を水面に浮か
べる。

植物体が水中に沈み、水底に根で固着す
る。

根が水底に固着せず、個体全体が浮遊す
る。

ヨシ、マコモ、ヒメガマ、フト
イなど

ササバモ、マツモなど

ヒシ、オニバスなど

ウキクサ、トチカガミ、ホテイ
アオイなど

表1-7 児島湖の水生植物

環境管理課調べ

ササバモ

イバラモ

マ コ モ

マ ツ モ

ヨ シ

ヒメガマ

ガガブタ

ヒ シ

ホテイアオイ

トチカガミ

草　種
乾物重

（gDW/㎡）

乾物率

（％）

Ｎ含有率

（％）

Ｎ含有量

（g/㎡）

Ｐ含有率

（％）

Ｐ含有量

（g/㎡）
備　考

184.84

7.64

3,179.96

74.48

5,575.20

3,405.96

315.32

219.04

149.48

160.84

9.53

5.17

18.97

3.60

59.48

20.83

9.77

9.47

4.25

4.54

1.920

2.573

0.407

2.445

1.271

1.082

1.661

1.480

2.412

1.946

3.549

0.197

12.940

1.821

70.884

36.854

5.239

3.241

3.605

3.130

0.421

0.390

0.161

0.710

0.112

0.153

0.264

0.287

0.366

0.434

0.778

0.030

5.120

0.529

6.221

5.196

0.833

0.628

0.547

0.697

植物体全体

植物体全体

茎葉部

植物体全体

茎葉部

茎葉部

植物体全体

植物体全体

植物体全体

植物体全体

表1-8 植物体内の窒素、りんの含有量

中国四国農政局山陽東部土地改良建設事務所

「環境と調和した農業農村整備に関する基礎調査（岡山平野）平成14年度報告書（平成15年３月）」
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図1-4 児島湖における水生植物の発生面積比（％）
中国四国農政局山陽東部土地改良建設事務所
「児島湖沿岸農地防災事業湖内水生植物等調査検討委託業務研究報告書（平成10年３月）」



（2）動物

①底生動物

平成８年度～９年度の調査では、いずれの地点でも出現した底生生物の種類も個

体数も少なく、以前の調査（昭和62度～63年度）に比べて減少し、かつ、出現した

底生動物はすべて汚濁に耐えられる種類であった。
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表1-9 底生動物調査結果

岡山県環境保健センター

「児島湖に関する調査研究（平成６～10年度）」底生生物調査（平成８年度～９年度）

区分 種類
平成８年度 平成９年度

湖心 湖南 笹ヶ瀬川 倉敷川 湖心 湖南 笹ヶ瀬川 倉敷川

春季

（5月）

夏季

（8月）

秋季

（11月）

冬季

（1月）

ユスリカ 0 9 9 0 0 9 5 0

イトミミズ 7 10 10 9 11 11 12 11

ヒメタニシ 0 72 72 27 0 0 62 22

ユスリカ 9 11 11 11 4 5 19 5

イトミミズ 106 110 110 18 70 66 92 18

ヒメタニシ 0 121 121 33 0 0 5 24

ユスリカ 0 0 0 0 0 0 0 0

イトミミズ 11 25 10 9 8 13 10 11

ヒメタニシ 0 0 88 18 0 0 11 8

ユスリカ 0 0 0 0

イトミミズ 13 8 8 10

ヒメタニシ 0 53 53 9



②魚類・甲殻類

児島湖では、仕掛網（定置網）、柴漬、刺網等の漁業が営まれており、漁獲状況

は次のとおりである。
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表1-10 児島湖の漁獲量
（単位：トン）

S41 12 － 100 700 150 … － … 550 1,512

46 0 － 18 2,000 9 … － … 18 2,045

51 － － 12 1,459 6 11 － 10 8 1,505

56 － － 34 173 3 5 － 13 37 265

61 － － 27 301 3 2 － 9 82 424

62 － － 29 336 3 2 － 6 37 413

63 － － 34 350 2 1 － 5 56 448

H元 － － 32 294 2 3 － 4 48 383

2 － － 35 322 2 2 － 4 68 433

3 － － 38 336 2 3 － 6 41 426

4 － － 42 328 2 3 － 7 45 427

5 － － 43 294 5 4 － 9 27 382

6 － － 45 266 6 4 － 8 36 364

7 － － 70 266 6 13 － 7 24 385

8 － － 63 259 6 15 － 7 31 381

9 － － 85 240 6 12 － 4 24 371

10 － － 38 240 5 12 － 6 19 319

11 － － 32 210 4 10 － 6 17 279

12 － 0 20 147 6 63 8 6 16 267

13 － － 28 143 6 75 3 6 14 275

14 － － 30 153 9 125 1 7 25 351

15 － － 40 260 9 50 － 9 45 413

16 － － 30 250 9 46 0 27 8 370

17 － － 9 240 9 46 － 25 7 336

区分 ワカサギ ア　ユ コ　イ フ　ナ ウナギ ボラ類 ハゼ類 エビ類 その他 計

凡例：－ 事実のないもの　　… 事実不詳または調査を欠くもの　　　0 単位に満たないもの

※数値は四捨五入してあるため、計と内訳は一致しない場合がある。

農林水産省大臣官房統計情報部編集「漁業・養殖業生産統計年報」



③鳥類

児島湖及び隣接する阿部池は児島湖鳥獣保護区として指定され、秋になるとホシ

ハジロ、マガモ、カルガモ、コガモ、キンクロハジロなどの越冬飛来するカモ類が

多数確認され、西日本でも有数の冬鳥探鳥地として多くの県民に親しまれている。
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表1-11 カモ類生息調査結果
（単位：羽）

調査地 H3年度 H4年度 H5年度 H6年度 H7年度 H8年度 H9年度 H10年度

27,255 22,893 24,903 10,334 20,356 13,442 15,929 9,803

89.7％ 84.4％ 73.9％ 54.3％ 70.7％ 49.7％ 66.2％ 48.0％

25,134 15,824 30,398 27,115 33,679 9,034 24,059 20,403

児島湖
阿部池

全県対比

計

調査地 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度

11,467 22,217 22,598 13,940 26,616 52,775 46,240 43,009

59.5％ 70.4％ 65.0％ 69.7％ 75.4％ 78.6％ 74.0％ 78.3％

19,263 31,556 34,787 20,007 35,286 67,158 62,519 54,934

児島湖
阿部池

全県対比

計

注）計は平成４年度までは県内10か所、平成５年度からは県内15か所の合計である。

自然環境課調べ
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表1-12 鳥獣保護区等の指定状況

自然環境課調べ

鳥　獣 児島湖 1,000ha H14.11.１～H24.10.31 集団渡来地の保護

保護区 金甲山 560ha H12.11.１～H22.10.31 森林鳥獣生息地の保護

銃猟禁 岡南飛行場 73ha H18.11.１～H28.10.31 銃猟に伴う危険の予防及び静穏

止区域 北　浦 340ha H17.11.１～H27.10.31 の保持

区　分 名　称 指定面積 指定期間 指定目的等

図1-6 鳥獣保護区等位置図



第２章　児島湖流域の水質の状況

１　児島湖及び流入河川の水質の状況

（1）児島湖水域に係る環境基準類型指定状況

環境基本法に基づく水質汚濁に係る環境基準は、水質保全行政の目標として公共

用水域の水質等について達成し、維持することが望ましい基準を定めたものであり、

児島湖については、次のとおり類型が指定されている。
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表2-1 児島湖に係る環境基準類型指定状況（COD）

水域 該当類型 基準（㎎/r） 達成期間 類型指定年月日

児島湖 Ｂ ５以下
５年を超える期間で 昭和46年５月25日

可及的速やかに達成 （閣議決定）

表2-2 児島湖に係る環境基準類型指定状況（全窒素、全りん）

備考）暫定目標：湖沼水質保全特別措置法（昭和59年法律第61号）第４条第１項の規定による湖沼

水質保全計画に定める全窒素及び全りんの水質目標値

水域 達成期間 
該当 

類型 

基準 

（㎎/r） 

暫定目標 
類型指定年月日 

目標年度 目標値（㎎/r） 

児島湖 Ｖ 

全窒素 

　　1.0 

全りん 

　　0.1

段階的に暫定

目標を達成し

つつ環境基準

の可及的速や

かな達成に努

める。 

昭和62年３月10日 

（岡山県公告第165号） 

 

平成４年３月27日 

一部改正 

（岡山県公告第177号） 

S65年度 

H７年度 

H12年度 

H17年度 

H22年度 

 
全窒素 1.9 
全りん 0.18

全窒素 1.7 
全りん 0.18 
 
全窒素 1.7 
全りん 0.17  
 
全窒素 1.4 
全りん 0.17  
 
全窒素 1.2 
全りん 0.17



（2）水質測定の実施状況

県及び岡山市、倉敷市は水質汚濁防止法に基づき、昭和46年度以降、児島湖及び

流域河川で化学的酸素要求量（ＣＯＤ）、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）等の常

時監視を実施している。

測定は児島湖４、笹ヶ瀬川５、倉敷川６の計15地点で行っているが、このうち環

境基準点は児島湖２、笹ヶ瀬川３、倉敷川１の計６地点である。
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図2-1 常時監視点及びCOD又はBODの状況（平成18年度）

児島湖流域境界 

測定地点 

市町村境界 



（3）児島湖の水質

児島湖の水質の測定結果の年次変化については、次図のとおりである。

ＣＯＤ、全窒素に係る水質については、生活排水対策等の推進につれて、近年、

緩やかな改善傾向にある。全りんについては、流域からの排出量が減少しているに

も係わらず横ばい状態である。
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図2-2 児島湖のCOD（75％値）の経年変化

図2-3 児島湖の全窒素（年平均値）の経年変化



（4）流入河川の水質

児島湖の流入河川のうち、流量の多い、笹ヶ瀬川、倉敷川の水質の経年変化を次

図に示す。全窒素、全りんは経年的には減少傾向にあり、特に倉敷川の水質改善が

進んでいる。
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図2-4 児島湖の全りん（年平均値）の経年変化

図2-5 流入河川のCOD（75％値）の経年変化



２　水質汚濁の原因

児島湖の汚れの原因は、流域の家庭や工場・事業場からの排水、市街地や農地から

の流出水などであるが、排水規制の強化や下水道等の整備など、湖沼水質保全計画の

推進により流域からの排出汚濁負荷量は削減している。
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図2-6 流入河川の全窒素（年平均値）の経年変化

図2-7 流入河川の全りん（年平均値）の経年変化
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図2-8 COD排出汚濁量の削減状況

図2-9 全窒素排出汚濁量の削減状況



排出汚濁負荷量の発生源割合は、生活系排水の占める割合がもっとも大きいが、全

りんについては、農地系の排水の割合が、COD、全窒素に比較して大きい。
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図2-10 全りん排出汚濁量の削減状況

図2-11 COD、全窒素、全りんの発生源別割合（平成18年度）

山林から 
の排水等 
　8.6％ 

市街地からの 
排水 
16.3％ 

水田、畑からの 
排水等　14.8％ 

工場からの排水 
16.6％ 

家庭からの排水 
43.7％ 

山林からの排水等 
3.5％ 

市街地 
からの排水 
11.0％ 

水田、畑からの 
排水等　10.3％ 

工場からの排水 
14.4％ 

家庭からの排水 
60.9％ 

山林からの排水等 
1.3％ 

市街地からの排水 
7.5％ 

水田、畑からの 
排水等 
30.9％ 

工場からの排水 
16.1％ 

家庭からの排水 
44.3％ 

COD 
11,611㎏/日 

全りん 
532.7㎏/日 

全窒素 
3,830㎏/日 



第３章　児島湖流域の環境保全施策の概要

１　岡山県児島湖環境保全条例に基づく施策

岡山県は、平成３年３月に児島湖流域の環境の保全に関し、県、市町村、住民及び

事業者の責務をあきらかにするとともに、環境保全基本方針の策定、水質保全等の必

要な措置を講ずることにより、児島湖流域の良好な環境を維持、回復及び創造するこ

とを目的として、「岡山県児島湖環境保全条例」を制定した。

（1）児島湖流域の環境の保全に関する基本方針

平成３年11月、条例に基づいて水質浄化対策、自然保護、景観形成、湖周辺の環

境整備等の基本構想や、これを推進するための具体的施策を盛り込んだ「児島湖流

域の環境の保全に関する基本方針」を定めた。

（2）水辺環境整備基本計画

児島湖を中心にその周辺も含めた一体においては、平成３年に策定された「児島

湖流域の環境の保全に関する基本方針」に基づき、周辺の岡山市、玉野市にまたが

る区域を自然豊かで県民が憩い、楽しむ場とするため「オアシス空間・児島湖」―

水辺環境の再生と創造―を基本コンセプトとした「水辺環境整備基本計画」を平成

９年３月に策定し、逐次その事業化を図っている。
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－21－

図3-1 岡山県児島湖環境保全条例－環境保全基本方針の体系表
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図3-2 児島湖水辺環境整備基本計画概要

児島湖水辺環境整備基本計画（エリア別）



２　児島湖に係る湖沼水質保全計画に基づく施策の概要

児島湖は、昭和60年12月に湖沼水質保全特別措置法に基づく指定湖沼に指定され、

昭和62年１月に第１期湖沼水質保全計画を策定した。以降、５年毎に計画を策定して

おり、平成19年３月に第５期の計画を策定し、目標水質の達成を目指し各種施策の推

進を図っているところである。

（1）下水道、農業集落排水施設、合併処理浄化槽等の整備

児島湖流域の水質汚濁は、生活系排水によるものが最も多いことから、水質浄化

対策として生活排水対策が重要であるため、平成22年度の目標を定め計画の推進を

図っている。
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表3-1 児島湖に係る湖沼水質保全計画の水質目標値
（単位：mg/r）

項　　目

第１期計画

平成２年度
水質目標値

第２期計画

平成７年度
水質目標値

第３期計画

平成12年度
水質目標値

第４期計画

平成17年度
水質目標値

第５期計画

平成22年度
水質目標値

化学的酸素 75％値 8.8 8.8 8.8 8.2 7.5

要求量（COD）年平均値 8.2 8.1 7.9 7.6 7.1

全窒素（T-N）年平均値 － 1.7 1.7 0.14 0.12

全りん（T-P） 年平均値 － 0.18 0.17 0.17 0.17

※CODに係る年平均値は、参考である。

表3-2 児島湖流域の下水道等の整備計画

環境管理課調べ

対　　策 実施主体
計画策定時
（平成17年度）

目　　標
（平成22年度）

現　　況
（平成18年度末）

下水道の整備

農業集落排水施

設の整備

合併処理浄化槽

の整備

県、岡山市、倉

敷市、玉野市、

総社市、早島町

岡山市、倉敷市、

総社市

岡山市、倉敷市、

玉野市、総社市

380千人

（普及率：59.2％）

13施設

18,361基

111千人

421千人

（普及率：64.9％）

13施設

＋計画策定１施設

24,165基

121千人

396千人

（普及率：60.8％）

13施設

19,400基

112千人



①下水道の整備

児島湖流域においては、児島湖流域下水道と７の単独公共下水道が稼動しており、

うち５か所の終末処理場で高度処理を行っている。

また、８施設のうち合流式下水道が２施設あるが、倉敷市単独公共下水道につい

ては、平成20年度までに合流改善するとともに児島湖流域下水道に接続し、岡山市

旭西公共下水道については、合流改善するとともに、段階的に平成23年度までに児

島湖流域下水道に接続することとしている。
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表3-3 児島湖流域の下水道整備状況
（平成18年度末）

注１）（ ）流域外取込みは、合計に含めていない。
２）数値は四捨五入してあるため、計と内訳とは一致しない場合がある。

下水道課調べ

流

域

内

放

流

外

放

流

岡　山　市 流域内 16.0 万人

流域外取込み （2.2 万人）

倉　敷　市 流域内 10.9 万人

流域外取込み （1.6 万人）

玉　野　市 1.6 万人

早　島　町 1.2 万人

小　　　計 29.7 万人

（流域外取込み） （3.8 万人）

岡山市公共下水道（芳賀佐山） 0.5 万人

岡山市公共下水道（流通団地） 0.0 万人

岡山市公共下水道（足　　守） 0.05 万人

倉敷市公共下水道（白 楽 町） 1.1 万人

総社市公共下水道（山　　手） 0.2 万人

小　　　計 1.8 万人

岡山市公共下水道（旭　　西） 6.0 万人

総社市公共下水道（総　　社） 2.1 万人

小　　　計 8.0 万人

合　　　　　計 39.6 万人

下 水 道 名 処理人口

児

島

湖

流

域

下

水

道
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表3-4 下水道の高度処理の概要

児島湖流域下水道浄化 （第１系列）凝集剤添加活性汚泥循環変法＋急速ろ過 COD, N, P

センター （第２系列以降）凝集剤添加３段硝化脱窒＋急速ろ過

芳賀佐山浄化センター 活性汚泥循環変法＋凝集沈殿 COD, N, P

流通団地浄化センター 嫌気・好気活性汚泥法＋凝集沈殿＋急速ろ過 COD, N, P

足守浄化センター オキシデーションディッチ＋凝集沈殿＋急速ろ過 COD, N, P

山手浄化センター DO制御オキシデーションディッチ＋土壌トレンチ N, P

施 設 名 処　　理　　方　　式
高度処理
対象項目

下水道課調べ

表3-5 児島湖流域下水道の概要

事業認可年月 昭和54年３月（当初）
平成19年３月（事業計画変更）

供 用 開 始 平成元年３月20日

計 画 区 域 岡山市、倉敷市、玉野市の一部及び早島町の全域

排 除 方 式 分流式

下水道課調べ

【事業計画概要】

処 理 面 積 18,815ha 10,112ha 7,100ha

処 理 人 口 671,600人 435,500人 378,500人

処理能力水量
432,000k/日 315,000k/日 236,000k/日

（日最大）

処 理 施 設 ６系列 北側４系列 第３系列４池まで

総 事 業 費 1,530億円 1,200億円 988億円

幹 線 管 渠 20.2㎞ 20.2㎞ 20.2㎞

全体計画 事業認可計画
平成19年度末
（見込み）
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図3-3 児島湖流域下水道下水道の高度処理の概要



②農業集落排水処理施設の整備

児島湖流域における農業集落排水処理施設の整備状況は、次のとおりであり、高

度処理が行われている。
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表3-6 農業集落排水処理施設の高度処理の概要
（H17年度末）

施設地区名
供用

処理方式
高度処理

人口 対象項目

岡山市三和日応寺第１地区 257 土壌被覆型接触ばっ気＋微生物ろ床 COD，N

三和日応寺第２地区 94 土壌被覆型接触ばっ気＋微生物ろ床 COD，N

菅野地区 429 嫌気ろ床＋接触ばっ気 COD，N

富吉地区 233 連続流入間欠ばっ気＋凝集沈殿 N，P

田原地区 1,224 間欠ばっ気＋凝集沈殿 N，P

山上地区 173 沈殿分離及び接触ばっ気＋凝集沈殿 －

倉敷市浅原地区 563 塩化第二鉄注入間欠流入間欠ばっ気 N，P

総社市江崎地区 572 嫌気性ろ床併用接触ばっ気＋土壌トレンチ COD，N

長良地区 545 連続流入間欠ばっ気＋鉄脱りん処理 N，P

岡谷地区 505 回分式接触ばっ気＋土壌トレンチ N，P

平山地区 262 回分式接触ばっ気＋土壌トレンチ N，P

宿地区 705 回分式接触ばっ気＋土壌トレンチ N，P

下林地区 162 沈殿分離層前置き方接触ばっ気 －

農村整備課調べ



③合併処理浄化槽等の整備

児島湖流域では、単独浄化槽からの転換を含めた、高度処理合併処理浄化槽の整

備・普及を図ることとしている。

また、児島湖流域内におけるし尿処理施設は、６施設が稼動しており、このうち

４施設では、ＣＯＤ、窒素及びりんの高度処理が行われており、残る２施設では、

浄化槽汚泥の脱水ろ液を公共下水道に投入し、高度処理を行っている。

（2）湖内等の浄化対策

①水生植物の適正な管理

児島湖の水質を浄化し、魚類や鳥類、昆虫類の生息環境でもあるヨシが枯死して

汚濁源となることを防止するとともに、ヨシの成長を促進するため、ヨシ原の刈り

取り管理を行う。

また、農業用水の利用や漁業、舟運の支障となる過剰に繁茂した水草、切れ藻等

の除去を行う。

なお、刈り取ったヨシは、高品位炭に加工し、リサイクル実験を行っている。

環境管理課調べ

環境管理課調べ
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表3-7 し尿処理施設の高度処理の概要

施 設 名 処　　理　　方　　式
処理能力 高度処理
（l/日） 対象項目

岡山市一宮浄化センター 標準脱窒＋凝集沈殿＋砂・活性炭ろ過 100 COD, N, P

（２施設） 200

備南衛生施設組合清鶴苑 標準脱窒＋凝集沈殿＋オゾン分解 80 COD, N, P

＋砂・活性炭ろ過

総社広域環境施設組合 膜分離高負荷生物脱窒処理＋活性炭 90 COD, N, P

アクアセンター吉備路

岡山市当新田浄化センター 浄化槽汚泥の脱水 70 下水道投入

倉敷市白楽町し尿処理場 浄化槽汚泥の脱水 240 下水道投入

表3-8 水生植物の適正な管理実施計画

対　　策 実施主体
目　　標 現　　況

（平成18～平成22年度） （平成18年度）

ヨシ原の管理 県 ５０，０００㎡ １０，０００㎡

水草等の除去 県 ３０，０００k ２，６５３k



②農業用水の再利用

昭和53年10月から非かんがい期の農業用水水利権以内で、既存の農業用水路を利

用して高梁川及び旭川から用水を導入している。

事業の円滑な実施を図るため、「児島湖清水導入協議会」を設置しており、毎年、

目標水量を定めるとともに、用水路における問題点等を検討し、用水の確保を図る。
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表3-9 農業用水の再利用実施計画

対　　策 実施主体
目　　標 現　　況

（平成22年度） （平成18年度）

農業用水の再利用
県、岡山市、

596,000k／日 481,000k／日倉敷市、総社市

表3-10 農業用水の再利用の年度別実績
（単位：万k/日）

注）数値は四捨五入してあるため、計と内訳とは一致しない場合がある。

環境管理課調べ

区分
旭川合同用水 八ヶ郷合同用水 十二箇郷用水

計（岡山市玉柏） （倉敷市酒津） （総社市井尻野）

S53 10.4 13.0 7.3 30.7
54 10.5 14.5 9.0 34.0
55 10.5 8.9 11.8 31.2
56 10.4 12.1 10.4 32.9
57 10.1 14.9 13.7 38.7
58 10.2 14.9 13.7 38.8
59 10.3 16.2 16.5 43.0
60 9.9 17.4 12.5 39.8
61 9.9 15.2 9.5 34.6
62 9.9 15.7 9.0 34.6
63 13.3 18.7 6.9 38.9
H元 7.8 19.8 7.1 34.7
2 6.7 18.4 7.7 32.8
3 16.1 18.3 8.6 43.0
4 18.5 15.9 7.3 41.7
5 18.1 15.5 12.2 45.8
6 13.7 11.8 17.1 42.6
7 15.6 12.5 25.6 53.8
8 22.0 11.7 22.5 56.2
9 25.3 12.0 10.8 48.1
10 17.7 12.4 13.6 43.7
11 20.1 13.5 13.0 46.6
12 17.5 11.1 8.6 37.2
13 21.9 11.7 11.5 45.1
14 15.3 9.3 10.0 34.5
15 22.1 12.7 11.6 46.4
16 24.5 11.0 9.6 45.1
17 22.8 12.3 11.7 46.8
18 25.2 12.2 10.7 48.1
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図3-4 農業用水の再利用の主要水路系統図



③流入河川等のしゅんせつ

県は、笹ヶ瀬川、倉敷川、鴨川等の流入河川において、河道しゅんせつを実施す

る。また、岡山市等流域の市町は、児島湖周辺の用排水路のしゅんせつを計画的に

実施する。

④流入河川等における水生植物の適正な管理

水利施設等の障害となる過剰に繁茂した水草を除去し、流入河川や用排水路にお

ける水生植物に枯死による児島湖への汚濁の流入防止を図る。

⑤多自然川づくり等の推進

河川や用排水路の護岸改修に当たっては、多自然川づくりを行うなど、自然の水

質浄化機能を回復、活用するように努める。
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表3-11 流入河川等のしゅんせつ実施計画

対　　策 実施主体
目　　標 現　　況

（平成18～平成22年度） （平成18年度）

流入河川の
県 ２０，０００k ６６６k

しゅんせつ

用排水路の 岡山市、倉敷市、
８，９００k ４，０６８k

しゅんせつ 総社市、早島町

表3-12 流入河川等における水生植物の適正な管理実施計画

対　　策 実施主体
目　　標 現　　況

（平成18～平成22年度） （平成18年度）

流入河川における
県 ４，３００k ０k

水生植物の除去

用排水路における
岡山市、玉野市 ２００k １５k

水生植物の除去

表3-13 多自然川づくり等の推進実施計画

対　　策 実施主体
目　　標 現　　況

（平成18～平成22年度） （平成18年度）

河川等の改修 県、総社市 ７箇所 ７箇所（整備中）

水路等の整備 総 社 市 １箇所 ０箇所

環境管理課調べ

環境管理課調べ

環境管理課調べ



（3）水質保全のための規制その他の措置

①工場・事業場排水対策

水質汚濁防止法に基づく一律排水基準に加えて、岡山県では、排水基準を定める

条例により、日平均排水量が20k以上又は日最大排水量が50k以上である特定事業

場及び湖沼水質保全特別措置法のみなし指定地域特定施設を設置する事業場（ただ

し、一部の特定施設及びみなし指定地域特定施設であるし尿浄化槽を設置している

事業場については、排水量を問わない。）に対し、生物化学的酸素要求量、化学的

酸素要求量、窒素含有量、りん含有量等に係る上乗せ排水基準を適用している。

また、日平均排水量が50k以上の特定事業場については、水質汚濁防止法及び瀬

戸内海環境保全特別措置法に基づき、化学的酸素要求量、窒素含有量及びりん含有

量に係る総量規制基準についても適用している。

さらに、岡山県環境への負荷の低減に関する条例により、水質汚濁防止法等で規

制されていない事業場のうち、比較的汚濁負荷の高い20施設を特定施設に指定し、

日平均排水量が20k以上又は日最大排水量が50k以上である事業場に対し、化学的

酸素要求量、窒素含有量、りん含有量等の排水基準を適用している。

こうした排水基準及び総量規制基準や施設の構造、使用の方法等を遵守させるた

め、立入検査等により監視・指導を強化するとともに、市町と連携を図りながら、

違法行為に対する指導・取締りを徹底する。
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表3-14 排水量別工場・事業場数
（平成17年度末）

工場・事業場 
日平均 

排水量 

事業場数 規制措置 

岡山市 
 

所　管 

倉敷市 
 

所　管 

県 
 
所管 

濃度 
 
規制 

総量 
 
規制 

負荷量 
 

規　制 

構造 
使用 
規制 

水
質
汚
濁
防
止
法
・
瀬
戸
内
海
環
境
保
全 

特
別
措
置
法
・
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法 

特定事業場 

（みなし指定
地域特定施設
を設置する事
業場を含む。） 

５０k以上 

２０k以上 
５０k未満 

２０k未満 

－ 

－ 

５０k以上 

２０k以上 

 73 48 15 適用 適用 適用 － 

 120 48 5  － － － 

 433 264 84  － － － 

 0 0 0 － － － 適用 

 0 4 0 － － － 適用 

 0 1 0 適用 － － － 

 10 27 2 適用 － － － 

一部 
 適用 

一部 
 適用 

指定施設 

準用指定施設 

岡山県環境への 

負荷の低減に 

関 す る 条 例 

環境管理課調べ



②生活排水対策

水質汚濁防止法により生活排水対策重点地域に指定されている岡山市、倉敷市、

玉野市、総社市では、生活排水対策推進計画に基づき、下水道事業及び農業集落排

水事業と整合を図りつつ、合併処理浄化槽の整備（単独処理浄化槽から合併処理浄

化槽への転換を含む）等を推進する。下水道及び農業集落排水施設の供用区域にお

いては、遅滞なく生活排水を処理施設へ接続するよう、地域住民に対し啓発、指導

を行う。

③畜産業に係る汚濁負荷対策

日平均排水量が20k以上の畜舎（面積300㎡以上の豚房については排水量を問わ

ない。）からの排水に対しては、水質汚濁防止法に基づく上乗せ排水基準を適用す

るとともに、規制の対象とならない指定施設、準用指定施設に対しては、湖沼水質

保全特別措置法に基づく構造・使用規制の遵守徹底を図る。

畜産農家に対しては、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律

に基づく基準に沿った排せつ物の管理がなされるよう指導し、不適切な事業者に対

しては、指導、助言、勧告、命令を行う。

④流出水対策

ア　農地対策

岡山県持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する指針に基づき、有機物

の適切な農地還元等による土づくりを基本に、土壌診断による適正かつ効率的な

施肥等により化学肥料の施用量を低減し、生産性の向上と環境負荷の低減を調和

させた将来とも持続可能な農業を推進するとともに、水田の水質浄化機能を活か

した水管理を推進する。

－33－

表3-15 児島湖流域の市町別家畜頭数
（平成18年度末）

市町調べ

区　　分

岡 山 市

倉 敷 市

玉 野 市

総 社 市

早 島 町

吉備中央町

合　計

牛

542頭

58頭

47頭

89頭

0頭

20頭

760頭

豚

36頭

0頭

0頭

0頭

0頭

0頭

36頭



イ　都市地域対策

市街地等からの降雨に伴い流出する汚濁負荷に関しては、道路路面、道路側溝

等の清掃を行うとともに、地域住民の協力を得て、公園、生活道路、側溝等の清

掃を実施する。また、市街地等からの汚濁負荷に関し実態把握に努めるとともに、

透水性舗装や雨水貯留施設等、効果的な汚濁負荷低減対策を検討する。

ウ　流出水対策地区の指定及び重点的な対策

湖沼水質保全特別措置法に基づき、次の地区を流出水対策地区として指定し、

流出水対策推進計画を定め、重点的な対策を実施するよう努める。

〈指定地区〉

岡山市灘崎町北七区地区（農地　３.３８h、道路　２４.９㎞）

〈計画の内容〉

・土壌診断による適正な施肥量の指導

・湖沼流域水環境保全手法確立調査

・農業用水路の直接浄化対策

・アダプト等による道路、水路の環境美化活動

・道路管理者による道路、側溝等の清掃

・普及啓発活動

・効果確認のための各種調査
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表3-16 農地対策の概要

対　策 実施主体 内　　　容

土づくりに関する技術の普及
・たい肥等有機質資材の施用
・レンゲ等緑肥作物の利用

化学肥料低減技術の普及

・作物の根の周辺等、効果的な場所（局所）
への肥料の施用
・作物の生長に合わせて効果が現れる肥料
（肥効調節型肥料）の施用

水、畦畔管理技術の普及
・代かきや施肥後の適切な水管理及び畦畔
管理

県
市町
農協
農家

表3-17 道路路面清掃の実施計画

対　　策 実施主体
目　　標 現　　況

（平成18～平成22年度） （平成18年度）

道路路面の清掃
国、県 ２，７８７㎞／年 ２，８３８㎞／年

（国道、県道）

道路路面の清掃
市　町 ５，７９２㎞／年 ４，３２８㎞／年

（市町道）

環境管理課調べ



３　環境保全推進事業

児島湖流域の住民及び企業等の団体が県と流域市町の支援のもとに、ボランティア

として県民の共有財産である児島湖畔の清掃美化等の活動を行い、児島湖畔の環境保

全を推進することを目的として、平成14年度から、「児島湖畔環境保全アダプト推進

事業」を実施している。

県では、認定した活動団体に対して、清掃用具等購入費に対する助成等を行っている。
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図3-5 児島湖畔環境保全アダプト推進事業



第４章　環境教育と普及啓発事業の推進

１　環境教育

環境問題を解決するためには、私たち一人ひとりが人間と環境とのかかわりについ

ての理解を深め、豊かな自然や快適な環境の価値についての認識を高めることが必要

である。

学校教育においては、児童生徒が環境を大切にし、よりよい環境づくりや環境の保

全に配慮した行動がとれるようにするため、小・中・高等学校を通じ、児童生徒の発

達段階に応じて、社会科、理科、家庭科等の教科や道徳、特別活動、総合的な学習の

時間など学校の教育活動全体で、地域の実態に即した実践的な環境教育が推進されて

いる。

環境教育推進のために、岡山県、岡山県教育委員会から、次の指導資料等が発行さ

れている。

○「環境教育指導の手引き《小学校編》」平成６年３月

○「環境教育指導の手引き《中学校・高等学校編》」平成８年３月

○「おかやま環境学習プログラム集」平成13年３月

○「岡山の環境　岡山県環境白書ジュニア版」平成20年３月

さらに、毎年県内全ての小学校高学年を対象とした「守り育てよう！私たちの川」

を作成・配布している。

これらの資料を手がかりとしながら、各学校においては児島湖の環境保全に向けて、

児童・生徒の暮らしや地域に根ざした環境教育が実践されている。

表4-1 流域市町の学校が独自に取り組んでいる環境教育
（平成18・19年度）
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学　校　名 研　　　　究　　　　課　　　　題

岡山市立福浜小学校 水生生物調査、水質検査
甲浦小学校 児島湖周辺清掃活動
三門小学校 水やゴミについての学習
南輝小学校 用排水路についての学習
中山小学校 児島湖ポスター制作、水質汚染についての学習
灘崎小学校 用水にすむ生物の捕獲・観察・飼育、用水等清掃活動、施設見学
第二藤田小学校 河川清掃活動、用水の水質検査
第三藤田小学校 生活排水についての学習
福田小学校 川の様子や水の汚れを調査、水を汚さない方法の学習・体験・

実践
庄内小学校 足守川で植物観察、昆虫・魚の採集の実施、足守川の環境につ

いての学習
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学　校　名 研　　　　究　　　　課　　　　題

倉敷市立老松小学校 処理施設見学、環境問題についての学習、環境・美化委員会活動
大高小学校 環境委員会活動
中庄小学校 処理施設見学
豊洲小学校 学区内河川・用水路の観察・水質調査
天城小学校 倉敷川についての学習、河川清掃活動
味野小学校 水質・動植物調査、河川等清掃活動
琴浦北小学校 ため池等清掃活動
郷内小学校 生物・水質調査
玉島小学校 動植物観察
乙島小学校 環境問題についての学習
長尾小学校 環境問題についての学習
荘内小学校 鴨川水質検査、児島湖についての学習
船穂小学校 高梁川水質調査、河川環境保全ポスター制作
川辺小学校 用水路の調査、地域の清掃活動
薗小学校 末政川の調査と学習

玉野市立八浜小学校 児島湖の動植物観察、庄田川水質調査
総社市立維新小学校 水質検査・水辺観察、河原清掃活動

池田小学校 槙谷川水質検査・観察、河川清掃活動
秦小学校 大谷川生物調査
総社西小学校 はざ谷川動植物・水質調査
新本小学校 新本川の水質検査・生態調査
総社北小学校 ひいご池湿地水質検査・動植物調査、指標生物採集による水質

調査、水田や用水の動植物採集
清音小学校 高梁川水質検査・清掃活動、地域のごみの状況調査・清掃活動

岡山市立光南台中学校 河川等清掃活動
足守中学校 足守川の水質調査・清掃活動、笹ヶ瀬川水質調査

倉敷市立福田中学校 八間川の学習
連島中学校 清掃活動
東陽中学校 清掃活動
庄中学校 足守川等の水質調査

玉野市立荘内中学校 河川清掃活動
八浜中学校 いきづく湖沼ふれあいモデル事業（環境省）の開催

岡山中学校 河川等清掃活動
県立高松農業高等学校 用水路の水質調査・分析、流量観測、スイゲンゼニタナゴ保護

活動
倉敷天城高等学校 科学研究の実施（H19メダカとカダヤシに関する調査）
倉敷商業高等学校 清掃活動
玉野光南高等学校 河川等清掃活動

清心女子高等学校 笹ヶ瀬川・倉敷川の水質調査、用水路の水質調査（月１回）
倉敷翠松高等学校 清掃活動
岡山高等学校 河川等清掃活動



２　清流保全研究助成事業（児島湖流域分）

県では、環境保全意識の高揚を図るため、県内の中学校、高等学校の生徒が行う清

流保全に係る調査研究に対する助成を行っている。
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表4-2 清流保全研究助成事業（児島湖流域分） 年次別実施状況

環境管理課調べ

学　　校　　名 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

高松農業高等学校 ○ ○ ○

興陽高等学校

岡山工業高等学校

関西高等学校 ○ ○

山陽女子高等学校・中学校 ○ ○

真備学園高等学校

芳泉中学校

倉敷工業高等学校

水島工業高等学校

倉敷西中学校

倉敷北中学校

多津美中学校

東陽中学校

玉野光南高等学校

清心女子高等学校・中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○

総社東中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計 2 2 3 3 2 1 1 2 2 2



３　児島湖環境学習事業

児島湖を県民の貴重な財産として次世代に継承していくため、児島湖及びその周辺

地域において、児童・生徒を対象に体験学習や視察研修を内容とする「児島湖塾」を

開催している。

４　普及啓発事業の推進

（1）児島湖流域環境保全推進月間行事

児島湖流域の環境の保全について、県民の認識を高めていくとともに、実践活動

の輪を広げて行くことを目的に、昭和62年度に児島湖流域環境保全推進月間（毎年

９月）を設けて以来、「児島湖流域環境保全対策推進協議会」を構成する県、県議

会、国、流域市町及び民間団体等が一体となり、児島湖流域清掃大作戦などの各種

行事を実施している。

平成19年度に実施した児島湖流域環境保全推進月間行事の概要は、次のとおりで

ある。
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表4-3 児島湖環境学習事業「児島湖塾」 年次別開催状況

年度 企画運営 開催日 参加人数 内　　　容 

18 

19 

特定非営利活動法人 

岡山環境カウンセラー 

協会 

H18. ８. 11 小学生 25人 

中学生 10人 

　計　 35人 

・児島湖ふれあい野鳥親水 

　公園見学 

・児島湖の動植物観察 

・小型船に乗って湖上から 

　児島湖見学 

・児島湖ふれあい野鳥親水 

　公園において野鳥観察 

・児島湖流域下水道浄化セ 

　ンター見学 

・玉野リサイクルプラザ見学 

H18. 12. 26 

H19. ８. ３ 

（悪天候の 

ため中止） 

H19. ８. 23

小学生 11人 

中学生 ６人 

　計　 17人 

財団法人岡山県環境 

保全事業団 
（悪天候の 

ため中止） 

・児島湖流域下水道浄化セ 

　ンター見学 

・水島クリーンセンター見学 

小学生 39人 

中学生 ４人 

　計　 43人 

・児島湖ふれあい野鳥親水 

　公園見学 

・児島湖の動植物観察 

・小型船に乗って湖上から 

　児島湖見学 

・児島湖の水質測定 



①児島湖ふれあい環境フェア

ア　児島湖流域環境保全推進ポスターコンクール入賞者表彰式

日　時　　平成19年９月８日（土）

場　所　　児島湖流域下水道浄化センター敷地内

参加者　　受賞者、児島湖流域環境保全対策推進協議会加盟団体等約70人

内　容　　・ポスターコンクール入賞者表彰式

・環境保全啓発キャンペーン（クリーンネット配布）

イ　ポスター・パネル展

期　間　　平成19年９月８日（土）～ 17日（月）

場　所　　イオン倉敷ショッピングセンター「イオンホール」

内　容　　・ポスターコンクール入賞入選作品（100点）の展示

・普及啓発パネル等の展示

・大型水槽による児島湖に棲む魚類の展示

②児島湖流域清掃大作戦

平成19年９月２日（日）児島湖流域10ヵ所において一斉清掃を実施した。

③児島湖流域環境保全推進ポスターコンクール

児島湖環境保全意識の高揚と実践活動への取組みの契機とするため、流域市町の

小・中学校の児童・生徒からポスターを募集し、100点の入賞・入選作品を選んだ。

応募点数（小学生の部：1,804点・45校、中学生の部：318点・23校）

入賞点数（小学生の部：７点、中学生の部：７点）

入選点数（小学生の部：63点、中学生の部：23点）
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表4-4 参加者数及びゴミ回収量の推移

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

参 加 者 数（ 人 ） 4,560 4,389 4,500 4,148 3,837 4,952

ゴミ回収量（トン） 69.3 52.7 50.1 55.7 46.4 35.9

環境管理課調べ

台　風
のため
中　止

表4-5 応募作品数の推移

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

小学校 2,054 1,706 1,626 1,916 1,638 902 1,416 1,242 1,804

中学校 102 210 128 141 147 296 479 156 318

計 2,156 1,916 1,754 2,057 1,785 1,198 1,895 1,398 2,122

環境管理課調べ



④普及啓発

テレビ、ラジオ、新聞などのマスメディアやホームページ（「児島湖環境情報サイト」）

による啓発や、流域市町におけるポスター・パネル展の開催等啓発に努めた。

さらに、クリーンネットを環境保全啓発キャンペーンや地域と下水道のふれあい

デーなどの行事で配布し、家庭における水質浄化対策の推進に努めた。

ア　クリーンアップキャンペーン

AMラジオスポット放送を実施した。また、財団法人岡山県環境保全事業団の

協力を得て、FMラジオスポット放送を実施した。

イ　ポスターの作成

ポスターコンクールの知事賞作品２点を使用してデザインしたポスターを作成

し、月間行事への参加を広く県民に呼びかけた。

ウ　パンフレットの作成

児島湖の概要や状況をわかりやすくまとめたパンフレット「育てよう！美しい

児島湖」を作成し、流域市町内の小・中学校、環境保全団体等に配布した。

（2）生活排水対策に係る普及啓発

児島湖をはじめとする県内の公共用水域の水質汚濁の要因として、生活排水の占

める割合が大きいことから、マスメディアの積極的な活用、地域における学習会・

講習会の実施、普及啓発資材の作成・配布等により、生活排水対策について県民に

広く普及啓発を行っている。

○マスメディアを通じての普及啓発 ・新聞紙面への掲載

・テレビスポット放送

・ラジオスポット放送

○地域における学習会・講習会の実施

○普及啓発資材の作成・配布 ・パンフレット

・クリーンネット
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第５章　推進体制

１　岡山県児島湖流域環境保全対策推進本部

昭和60年12月に湖沼水質保全特別措置法に基づく指定を受けたことに伴い、児島湖

の水質保全対策を総合的に推進していくことを目的に、岡山県児島湖浄化対策推進本

部（平成３年９月：岡山県児島湖流域環境保全対策推進本部に改組）を設置し、各種

事業を計画的に実施している。

２　児島湖流域環境保全対策推進協議会

児島湖の汚れの最大の原因は、各家庭から出される生活排水であり、生活排水対策

を強力に推進していく必要がある。

このため、昭和61年８月、県・流域市町村及び民間40団体により児島湖浄化対策推

進協議会（平成３年９月：児島湖流域環境保全対策推進協議会に改組）を設置し、児

島湖流域の環境を保全していくための普及啓発活動を中心として、様々な活動を展開

している。

３　財団法人児島湖流域水質保全基金

流域住民の水質浄化意識の高揚を図るとともに、地域において展開されるさまざま

な水質浄化実践活動を支援していくことを目的として、児島湖浄化対策推進協議会が

母体となって、平成元年６月、財団法人児島湖流域水質保全基金を設立した。

平成20年３月末現在の基本財産は236百万円であり、その運用益をもって水質浄化

を図るために実施される実践活動等に対し、その経費の一部を助成している。

環境管理課調べ
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表5-1 水質浄化実践活動に対する助成件数

事 業 区 分 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

環境保全推進員研修事業 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1

水辺教室等開催事業 3 3 3 2 1 1 2 1 2 1 1 0

児島湖及び先進地等視察調査事業 3 1 1 2 2 0 1

水質浄化施設等管理事業 3 4 1 1 1 1 2 2 2 2 0 4

児島湖流域環境美化推進実践活動 20 21 21 22 19 18 14 24 14 24 21 25

水質浄化実践モデル事業 6 5 4 5 5 6 10 8 10 8 5 3

計 35 34 31 31 27 27 29 38 29 38 29 34



４　環境保全推進員

昭和62年度から児島湖流域の各市町村に水質浄化推進員を設置し、地域の水質浄化活

動を推進してきたが、平成３年３月に制定した岡山県児島湖環境保全条例に基づいて、

その役割を広げ、①水質、自然環境等の状況に関する調査及び報告②環境保全施策に関

する普及及び啓発③環境保全活動に対する指導及び助言を行うこととし、環境問題全般

に対応できる環境保全推進員制度に改組している。（平成20年３月現在　315人）
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図5-1 環境保全推進員の役割



資　　料

児島湖に関する主要年譜
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昭和 25. 6 児島湾締切堤防建設事業に着手

26. 2 児島湾締切堤防建設工事に着手

34. 2 児島湾淡水湖化締切工事完工

35. 9 締切堤防補強工事に着手

36. 10 締切堤防通行開始

37. 3 締切堤防全体工事竣工

38. 7 児島湾七区干拓の竣工

46. 5 児島湖に環境基準類型（Ｂ）のあてはめ

47. 8 ホテイアオイの大発生

49. 3 児島湖流域別下水道整備計画の策定

8 アオコの異常発生

10 締切堤防無料通行開始

50. 夏 児島湖にウキクサの大発生

53. 4 浄化用水導入事業の開始

〃 児島湖流域下水道事業着手

55. 4 中央樋門の改修開始（岡山海岸保全事業に着手）

59. 3 県公共用水域の富栄養化防止対策要綱の制定

7 湖沼水質保全特別措置法の公布

60. 12 湖沼法に基づく指定湖沼告示

61. 1 県議会議員有志による「児島湖をきれいにする議員懇談会」を結成

4 県環境保健部水質保全課内に児島湖水質保全対策班を設置

6 児島湾周辺農業水利事業着手

7 児島湖浄化対策推進本部を設置

8 児島湖浄化対策県・市町村連絡会議を設置

62. 2 児島湖浄化対策推進協議会を設置

5 「児島湖に係る湖沼水質保全計画」を策定

〃 児島湖の管理について農林水産大臣発言

「児島湖は締切堤防と一体的に農水省が管理する。」

年　月 で　　　き　　　ご　　　と
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62. 6 市町村水質浄化推進員制度の発足

8 第１回児島湖浄化推進月間行事の実施

〃 第１回児島湖流域清掃大作戦の実施

63. 9 第１回児島湖流域浄化推進大会の実施、ポスターコンクールの実施

平成 元. 3 児島湖流域下水道一部供用開始

6 財団法人児島湖流域水質保全基金の設立

3. 3 岡山県児島湖環境保全条例制定

10 ホテイアオイの大発生

11 児島湖流域の環境保全に関する基本方針を策定

4. 3 「児島湖に係る湖沼水質保全計画」（第２期）を策定

4 児島湖流域において小規模な工場・事業場の排水規制強化

12 児島湖底泥しゅんせつ事業（国営総合農地防災事業）着手

5. 4 児島湖流域において窒素及びりんの排水規制強化

8. 2 児島湖底泥しゅんせつ工事着手

5 中央樋門の供用開始（岡山海岸保全事業）

8 流入河川河口部でユーグレナ（植物プランクトン）が異常発生

9. 3 「児島湖に係る湖沼水質保全計画」（第３期）を策定

〃 児島湖水辺環境整備基本計画を策定

10. 8 児島湖にアオコが異常発生

12. 9 ホテイアオイの大発生

3 「児島湖に係る湖沼水質保全計画」（第４期）を策定

〃 岡山海岸保全事業（締切堤防改修、中央樋門開削）完了

〃 児島湾周辺農業水利事業完了

15. 4 児島湖ふれあい野鳥親水公園（玉野市八浜）開園

6 コイヘルペスウイルスによるコイの大量斃死

17. 3 児島湖底泥しゅんせつ工事終了

19. 2 流出水対策地区として岡山市灘崎町北七区を指定

3 「児島湖に係る湖沼水質保全計画」（第５期）を策定

〃 国営総合農地防災事業完了

年　月 で　　　き　　　ご　　　と



生活環境の保全に関する環境基準－抜粋－

湖沼

（天然湖及び貯水量1,000万k以上であり、かつ、水の滞留時間が４日間以上である人工湖）

ア

備考　水産１級、水産２級及び水産３級については、当分の間、浮遊物質量の項目の基

準値は適用しない。

注）

１　自然環境保全：自然探勝等の環境の保全

２　水 道 １ 級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

水道２、３級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作、又は、前処理等を伴う高度の浄

水操作を行うもの

３　水 産 １ 級：ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産２級及び水産

３級の水産生物用

水 産 ２ 級：サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産３

級の水産生物用

水 産 ３ 級：コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用

４　工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの

工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作、又は、特殊な浄水操作を行うも

の

５　環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じな

い限度
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項目 

類型 

利用目的の適応性 

基　　準　　値 

水素イオン 
濃　　　度 
（ｐＨ） 

化 学 的 
酸素要求量 
（ＣＯＤ） 

浮遊物質量 
 

（ＳＳ） 

溶存酸素量 
 

（ＤＯ） 

 
大腸菌群数 

ＡＡ 
水道１級・水産１級・ 
自然環境保全及びＡ以 
下の欄に掲げるもの  

6.5以上 
8.5以下 

１㎎/r 
　　以下 

１㎎/r 
　　以下 

7.5㎎/r
　　以上 

50MPN 
　/100p 
　　以下 

Ａ 
水道２、３級・水産２ 
級・水浴及びＢ以下の 
欄に掲げるもの 

6.5以上 
8.5以下 

３㎎/r 
　　以下 

５㎎/r 
　　以下 

7.5㎎/r
　　以上 

1,000MPN 
　/100p 
　　以下 

Ｂ 
水産３級・工業用水１ 
級・農業用水及びＣの 
欄に掲げるもの 

6.5以上 
8.5以下 

５㎎/r 
　　以下 

15㎎/r 
　　以下 

５㎎/r 
　　以上 

－ 

－ Ｃ 
工業用水２級・環境保 
全 

6.0以上 
8.5以下 

８㎎/r
　　以下 

ごみ等の 
浮遊が認 
められな 
いこと。 

２㎎/r 
　　以上 



イ

備考

１　基準値は、年間平均値とする。

２　水域類型の指定は、湖沼植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある湖沼

について行うものとし、全窒素の項目の基準値は、全窒素が湖沼植物プランクトン

の増殖の要因となる湖沼について適用する。

３　農業用水については、全燐の項目の基準値は適用しない。

注）

１　自然環境保全：自然探勝等の環境保全

２　水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの

水道３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの（「特殊なもの」とは、臭気

物質の除去が可能な特殊な浄水操作を行うものをいう。）

３　水産１種：サケ科魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産２種及び水産３種の水産

生物用

水産２種：ワカサギ等の水産生物用及び水産３種の水産生物用

水産３種：コイ、フナ等の水産生物用

４　環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限

度
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項目 

類型 

利用目的の適応性 
基　　準　　値 

全　窒　素 全　　　燐 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 

水道１、２、３級（特殊なものを除く。） 
水産１種・水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの 

水道３級（特殊なもの）及びⅣ以下の欄に 
掲げるもの 

水産２種及びⅤの欄に掲げるもの 

水産３種・工業用水・農業用水・環境保全 

0.1 ㎎/r以下 

0.2 ㎎/r以下 

0.4 ㎎/r以下 

0.6 ㎎/r以下 

1 ㎎/r以下 

0.005 ㎎/r以下 

0.01 ㎎/r以下 

0.03 ㎎/r以下 

0.05 ㎎/r以下 

0.1 ㎎/r以下 



全国の指定湖沼の概況
（平成18年度末）
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湖沼名 都　道 湖面積 貯水量 水　深 流　域 流　域 貯水量 流　域 H18  COD
府　県 最　大 面　積 人　口 人　口 人　口 平 均 値

平　均 密　度 密　度
（h） （百万k） （ｍ） （h） （万人）（人/百万k）（人/h） （㎎/r）

児島湖 岡山県 10.9 26.1 9.0 543.7 65.0 24,905 1,196 7.4

1.8

釜房ダム 宮城県 3.9 39.3 32.6 195.3 0.83 211 42 2.1

－

八郎湖 秋田県 47.3 132 10 878 8.5 644 97 8.8

2.8

霞ヶ浦 茨城県 220 850 7 2,157 97.2 1,144 451 西　　浦 8.2
4 北　　浦 8.4

常陸利根川 8.1

印旛沼 千葉県 11.6 19.7 2.5 488.6 73.8 37,462 1,510 8.6

1.7

手賀沼 千葉県 6.5 5.6 3.8 144.4 48.6 86,786 3,366 7.9

0.86

諏訪湖 長野県 13.3 63 7.2 531.8 18.7 2,968 352 5.5

4.7

野尻湖 長野県 4.56 96.0 38.5 185.3 0.25 26 13 1.6

21.0

琵琶湖 滋賀県 670.3 27,500 103.6 3,174 126.4 46 398 北　湖　2.4

41.2 南　湖　2.9

中　海 鳥取県 92.1 521 8.4 595.2 16.2 311 272 4.5

島根県 5.4

宍道湖 島根県 81.8 366 6.4 1,288 27.0 738 210 4.3

4.5

資料：環境省「平成18年度公共用水域測定結果（平成19年12月）」

全国湖沼環境保全対策推進協議会編集「全国湖沼資料集（第19集）」



全国湖沼のワーストランキング
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平成10年度 平成11年度 平成12年度 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

 

手賀沼 

印旛沼 

児島湖 

佐鳴湖 

油ヶ淵 

千葉県 

千葉県 

岡山県 

静岡県 

愛知県 

19 

10 

9.9 

9.7 

8.7

１ 

２ 

３ 

３ 

５ 

９ 

手賀沼 

印旛沼 

牛久沼 

佐鳴湖 

油ヶ淵 

児島湖 

千葉県 

千葉県 

茨城県 

静岡県 

愛知県 

岡山県 

18 

12 

11 

11 

9.5 

8.5

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

13

手賀沼 

佐鳴湖 

印旛沼 

長　沼 

涸　沼 

児島湖 

千葉県 

静岡県 

千葉県 

宮城県 

茨城県 

岡山県 

14 

12 

10 

9.6 

9.5 

8.2

平成16年度 平成17年度 平成18年度 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

９ 

佐鳴湖 

伊豆沼 

印旛沼 

手賀沼 

長　沼 

児島湖 

静岡県 

宮城県 

千葉県 

千葉県 

茨城県 

岡山県 

11 

9.6 

9.4 

8.9 

8.5 

7.7

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

12

佐鳴湖 

伊豆沼 

長　沼 

油ヶ淵 

春採湖 

児島湖 

静岡県 

宮城県 

茨城県 

愛知県 

北海道 

岡山県 

11 

10 

9.0 

8.6 

8.4 

7.5

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

13

佐鳴湖 

伊豆沼 

八郎湖 

印旛沼 

北　浦 

児島湖 

静岡県 

宮城県 

秋田県 

千葉県 

茨城県 

岡山県 

11 

9.0 

8.8 

8.6 

8.4 

7.4

平成13年度 平成14年度 平成15年度 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

順
　
位 

湖沼名 
都道府 
県　名 

ＣＯＤ 
平均値 
（㎎/r） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

５ 

５ 

９ 

佐鳴湖 

手賀沼 

印旛沼 

春採湖 

伊豆沼 

八郎湖 

油ヶ淵 

児島湖 

静岡県 

千葉県 

千葉県 

北海道 

宮城県 

秋田県 

愛知県 

岡山県 

12 

11 

9.5 

9.2 

8.8 

8.8 

8.8 

8.3

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

佐鳴湖 

印旛沼 

長　沼 

児島湖 

春採湖 

静岡県 

千葉県 

宮城県 

岡山県 

北海道 

11 

9.1 

9.0 

8.9 

8.7

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

７ 

佐鳴湖 

伊豆沼 

油ヶ淵 

長　沼 

印旛沼 

児島湖 

静岡県 

宮城県 

愛知県 

宮城県 

千葉県 

岡山県 

12 

10 

9.1 

9.0 

8.6 

8.1



児島湖のワースト順位

月平均滞留日数（単位：日）
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年度 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59

順位 － ３位 ４位 ５位 ４位 － － ６位 ６位 ５位 ５位

年度 S60 S61 S62 S63 H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7

順位 ５位 ６位 ６位 ５位 ５位 ４位 ６位 ５位 ６位 ４位 ４位

年度 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

順位 ６位 ７位 ３位 ９位 13位 ９位 ４位 ７位 ９位 12位 13位

昭和63年度

平成５年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

19年間平均

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
年度
平均

12.2 9.6 5.1 7.0 14.3 8.5 15.7 20.0 19.4 16.1 8.6 14.7 10.4

18.9 13.0 6.6 3.5 5.9 6.8 12.3 10.0 14.6 16.1 12.0 12.7 8.4

11.1 10.4 8.5 13.1 12.8 7.9 8.6 18.5 19.3 24.1 20.1 13.4 11.9

16.1 10.4 6.4 8.5 17.4 10.0 19.5 16.4 23.7 17.2 30.0 16.3 12.9

15.4 15.5 10.0 13.8 16.5 12.8 17.4 15.7 19.2 14.3 15.7 14.2 14.4

22.0 11.7 7.3 12.8 14.1 9.6 7.7 13.7 13.7 18.0 23.9 14.2 12.0

10.5 9.3 12.9 12.7 18.4 12.3 26.8 25.3 19.0 24.7 21.0 14.2 15.1

11.7 10.3 9.4 5.6 8.8 10.2 20.2 11.6 14.6 21.9 17.6 18.7 11.1

14.4 6.0 6.5 13.7 6.9 8.0 6.5 14.6 10.3 18.3 12.6 14.2 9.2

14.2 15.0 19.0 7.6 11.2 10.8 15.5 19.2 16.4 20.5 14.6 14.4 13.4

9.7 11.9 6.8 5.6 14.7 8.0 19.3 17.5 13.8 19.6 16.8 17.8 11.0

12.8 10.2 8.5 7.7 12.5 9.2 13.5 15.4 16.0 17.5 15.7 13.7 12.0



水質の測定結果

（1）児島湖の水質の経年変化
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（2）流入河川の経年変化

－52－



第５期湖沼水質保全計画の概要
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湖沼水質保全計画主要事業進捗状況

（1）児島湖に係る湖沼水質保全計画（第１期）の主要事業進捗状況
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（2）児島湖に係る湖沼水質保全計画（第２期）の主要事業実施状況
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（3）児島湖に係る湖沼水質保全計画（第３期）の主要事業実施状況
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（4）児島湖に係る湖沼水質保全計画（第４期）の主要事業実施状況
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（5）児島湖に係る湖沼水質保全計画（第５期）の主要事業実施状況
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国営児島湖沿岸農地防災事業

【概要】

児島湖の湖底に堆積した汚泥を浚渫することによって、農業用水の水質を改善し、

農作物への被害を未然に防止することで農業生産の維持及び農業経営の安定を図る。

【年度別事業量】 （単位：千k）

－59－

出典：「国営児島湖沿岸農地防災事業技術誌（平成18年3月） 中国四国農政局・児島湖沿岸農地防災事業所」

事業種別 国営総合農地防災事業（児島湖沿岸）
事 業 費 ３３０億円
事業主体 農林水産省（中国四国農政局）
期　　間 平成３年度～平成19年度
事 業 量 底泥浚渫工　１７０万k

ミオ筋浚渫・埋戻工　１７万k

脱水処理工　１８７万k

覆砂工　９万k

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

底泥浚渫工 9 83 268 291 306 232 169 185 164

ミオ筋浚渫・埋戻工 2 29 11 21 16 2 44 31 6

脱水処理工 11 112 279 312 322 234 213 216 170



岡山県児島湖環境保全条例の構成
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児島湖流域環境保全対策推進協議会会員名簿

－61－



児
島
湖
環
境
保
全
対
策
推
進
体
制
（
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20
. 4
. 1
 現
在
）
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水質用語の解説
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児島湖ハンドブック 児島湖ハンドブック 

湖

平
成
2

年

再生紙を使用しています。 

みんなの児島湖 検　索 

児島湖環境情報サイト 

児島湖ハンドブック

平成２０年３月発行

編集・発行　岡山県生活環境部環境管理課

〒700_8570 岡山市内山下2_4_6
TEL（086）226_7301（ダイヤルイン）
E-mail  kankanri@pref.okayama.lg.jp

URL  http://www.pref.okayama.jp/seikatsu/kankanri/kojimako/index.htm
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